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量子力学を研究。日本に量子力学の拠点を

作ることに注力した。日本初の加速器は、彼の

主導で作られた。日本の現代物理学の父と謳

われ、理研が発見した 113 番元素「ニホニウ

ム」は、彼に因んで「ニシナニウム」にするとい

う案もあった。中学時代はテニス部に所属。 


